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概要
　本稿の目的は、島根大学において 1年次前期の選択科目として開講される補完英語授業
「スタートアップ・イングリッシュ」の成果と課題について明らかにし、今後の大学におけ
る補完英語授業のあり方を探ることである。英語が苦手な学生を対象にしている「スター
トアップ・イングリッシュ」の受講者の英語必修 4科目の単位修得状況を調査した結果、
スタートアップ・イングリッシュと同じ 1年次前期に履修する「英語ⅠＡ」の両方の単位
が修得できた学生は、その他の必修 3科目の単位修得もできる傾向にあった。一方で、「ス
タートアップ・イングリッシュ」の単位を修得できなかった学生は、その他の必修 4科目
の単位修得もできない傾向にあった。この結果をもとに、今後の大学初年次における補完
英語教育の授業あり方や課題について論じる。
　キーワード：補完英語教育、学び直し大学英語教育、英語リメディアル教育

0.はじめに
　文部科学省の『令和 5年度学校基本調査』（文部科学省 , 2023）によると、2023年度の大
学進学率は 57.7％であり、大学の全入時代は、同時に大学のユニバーサル化にも拍車をか
けている。近年の変化として大学受験が早期化の傾向にあり、いわゆる推薦入試（学校推
薦型選抜と総合型選抜）の割合が増えているという（朝日新聞 b, 2023）。島根大学におい
ても 2021年から総合選抜型推薦試験「へるん入試」が始まり、大学共通テストを課さない
受験方法で入学する学生が年々増えており、2023年度では全体の 25％、つまり 4人に 1人
は「へるん入試」による入学者であった（朝日新聞 a, 2023）。「へるん入試」の入学者は今
後もさらに増える見込みである。こうした学力検査を課さない入試方法で入学する学生の
学力低下はいうまでもなく、学習意欲の低下やそれまでの学習習慣の有無においても入学
の時点で大きく異なっており、入学後に修得すべき英語必修科目の単位修得にも大きく影
響を及ぼしている。
　筆者は 2022年度より島根大学の補完英語教育の授業である「スタートアップ・イングリ
ッシュ」を担当しているが、一定数、かなり英語力の低い学生がいるのは事実である。し
かしながら、近年の学生の実態として、履修登録をしても一度も授業に来ない、最後まで
履修を続けることを簡単に諦めてしまう、その後もただ同じ科目の再履修を繰り返す、そ
の他の英語必修科目も次々と単位を落とす、メッセージを送っても返事がない・連絡が取
れない、といった英語力以外の問題を抱える学生が増えており、教員の創意工夫や努力だ
けでは立ち行かなくなっている。したがって、単に足りない学力を補うためだけの補完授
業を実施するだけでは不十分であり、結果的に何年経っても単位修得に至らない学生が増
える一方である。
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　本稿では、まず、大学における補完教育について概観し、島根大学において 2023年度前
期に実施した補完英語教育「スタートアップ・イングリッシュ」の受講者の単位修得結果が、
その他の英語必修 4科目の単位修得結果とどのくらい関連が見られるか、また、推薦入試
「へるん」による影響がどのくらい見られるのかを明らかにする。そして、この結果をもと
に、大学初年次前期に実施される補完英語教育のあり方と今後の課題について論じる。尚、
本稿は、今、学生に何が起こっているのか、全体像を掴むための調査・研究であり、「スタ
ートアップ・イングリッシュ」受講者への聞き取りやアンケートといった学生側の視点は
含まれていない。今後も継続的に調査・研究を続けていくこと、そして、今回得られた結
果を今後の自身の講義や学生支援に活かしていくことを目的とする。

1.大学における補完教育
1.1補完教育とは
　中央教育審議会答申「学士課程教育の在り方に関する小委員会第 6回議事録」第 3章「改
革の具体的な方策」にある第 2項「初年次における教育上の配慮、高大連携」のなかで、
平成 17年（2005年）の段階でおよそ 3割の大学で補習・補完授業が実施されているとい
う報告がある（中央教育審議会答申 , 2008）。それから 20年が経過した現在、さらに多く
の大学において学生の学力を補習・補完するための授業やプログラムが実施されていると
考えられ、こうした補完的教育をなくして、もはや立ち行かない大学も多いのではないか
と推測される。
　また、同答申（2008）のなかでは、大学において実施される補習教育＝「リメディアル
教育」という用語が使われ、これ以降、答申や各種論文において「リメディアル」や「リ
メディアル教育」という言葉が多く使用されるようになった。しかしながら、浅野（2013）は、
何を指導することが「リメディアル」なのかという議論が十分されないまま、あたかも高
校の学習内容の「補習・補完」と同義で使用されていることに疑問を呈しており、まずは「リ
メディアル教育」とは何であるのかを理解しておく必要がある。

1.2リメディアル教育とは
　リメディアル教育の定義を、山岡（2012）は「入学者の学力低下に伴い専門教育の推進
が困難である現状において、高校卒業までに習得すべき学習内容の補習授業」であると述
べているように、一般的に大学におけるリメディアル教育とは、主に学生の足りない学力
を補習するための教育を指すことが多い。しかし浅野（2013）は、研究者の間でも「リメ
ディアル」という語の使われ方においてバラエティーが出ていることを指摘し、こういっ
たカタカナ表記の言葉が「いかに本質を見えにくくしているか」について言及している。
　さらに近年の研究において、日本リメディアル教育学会は「リメディアル教育」という
概念の定義は，以下の 2つだと述べている。

　(1)「リメディアル教育」＝「学習・学修支援」
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　 (2)大学院生を含む高等教育機関に学ぶ全ての学生と入学を予定している高校生や学習者
に対して、必要に応じてカレッジワークに係る支援を高等教育機関側が組織的・個別に
提供する営み、またその科目・プログラム・サービスの総称

（日本リメディアル教育学会 , 2019）

以上のことから、「リメディアル教育」が単なる高校の学習内容の補習授業をすることでは
ないことは明らかである。このように「リメディアル教育」という用語の定義が変わって
きたことの背景には、学生の学力低下だけが問題ではなく、学生の多様化の問題もそこに
は含まれていることを示唆している。
　奥羽 (2013)は、平成 23年度（2011年）、自身が担当した再履修クラスを受講した学生へ
履修理由を尋ねるアンケート調査を実施したが、その結果を筆者が学力に関するものと、
そうでないものに分類したものが表 1である。

表 1が示すように、再履修になる学生の抱える問題は単に学力に関するものだけでなく、
それ以外の問題も抱えており、さらに、その両方の問題を抱えている学生がいることを示
唆している。奥羽（2013）も、英語の学力そのものは高くても再履修クラスを受講してい
る学生が存在していることに言及し、「学力の多様化が存在している」と指摘しており、学
習怠惰や欠席超過がそのよい例である。また、同著は、一定数、「英語の基礎学力が極めて
低すぎることにより大学英語の入門レベルにさえ到達していないが故に何年越しでも受講
している学生の存在」についても指摘している。この奥羽（2013）の研究からすでに 10年
以上が経過しているが、学力を問わない入試方法で入学してくる学生が増え続ける限り、
必修科目の単位を修得できない学生も増え続けていくと考えられる。したがって、学生の
学習・学修面における支援と同時に、それ以外の理由で単位を修得することができない学
生へどのような支援ができるのかについても考えていかなければならない。尚、本稿では、
「リメディアル教育」という用語ではなく、「補完教育」という言葉を選んで使用する。そ
の理由として、定義や使われ方が曖昧な用語の使用を避けるため、そして、島根大学にお
いて令和 4年（2022年）まで実施されていた別の補完英語教育に「英語リメディアル」と
いう名称が使用されていたことから、混同しないためである。

表 1　再履修クラス履修理由（奥羽 ,2013）
学力に関する理由 それ以外の理由

・�学力不足（授業が全然理解できなかっ
た、期末試験ができなかった）
・�英語の勉強の仕方がわからない

・�学習怠惰（勉強をしなかった、すればできた）
・�欠席超過（4回以上欠席により未修）
・授業への不適応
・大学自体への長期欠席（病気や家庭の事情等）
・履修登録忘れ
・�授業が嫌だったから（担当教員が嫌いだから）
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1.3島根大学における英語の正規必修科目と補完科目
　筆者が勤務する島根大学では、全学共通教育における外国語教育は島根大学外国語教育
センターが担当している。外国語教育センターで実施される英語教育プログラムの特徴と
して、各レベルにおいて共通のシラバスと共通のテキストを用いで授業が行われているこ
とが挙げられる。表 2に示すように、2023年度までの入学者には英語の基礎科目として合
計 4単位を必修科目としている 1。
　1年次前期に履修する必修科目「英語ⅠＡ」は、4月入学時に実施される TOEIC Bridge® 
Listening & Reading IP テスト 2 の結果をもとに習熟度別クラスに編成され、3つのレベル（基
礎・標準・上級）に分かれて実施された。例えば基礎レベルでは、主として英語 4技能（読
む、書く、聞く、話す）の基礎力の充実を図ることを目標としている。具体的にはどのレ
ベルも TOEICについて学びながら、英語の知識や技能を身につけることを目的とし、自学
自習を中心とした英語の学習方法についても学ぶ。
　「英語ⅠＡ」と同じく 1年次前期に実施される「スタートアップ・イングリッシュ」は、
教養育成科目（入門科目）であり、現在、唯一の補完英語教育である。1年次前期のみの
開講で、2021年度より単位化された。履修対象者は TOEIC Bridge® Listening & Reading IP 
テストの得点が 50点以下の学生で、外国語教育センターで履修対象者を選び、人数調整が
行われるため、いわゆる誰でも選択履修できる「選択科目」とは異なる。まずは対象の学
生に説明会へ参加するよう案内し、説明会に参加した後、最終的に履修するかどうかは学
生が判断する。

　1年次後期の正規の必修科目である「英語ⅠＢ」と「英語ⅡＡ」の習熟度別クラス編成は、
前期の「英語ⅠＡ」の期末試験として実施される TOEIC® Listening & Reading IP テストの
スコアと、8月上旬に実施される「習熟度別レベル希望調査」に基づいて決められる。そ

1 ただし、2023 年度から先行して材料エネルギー学部のみ英語必修科目は 6 科目合計 6 単位になり、2024 
年度にはそれ以外の学部においても 5 科目合計 6 単位となった。
2 TOEIC Bridge® Listening & Readingテストは、初中級者の英語 2 技能 Listeningと Readingを測定するマー
クシートによる一斉客観テストで、リスニング 15～ 50 点とリーディング 15～ 50 点の合計 30～ 100 点
で構成される。

表 2　2023年度の島根大学外国語教育センター英語教育プログラム
学年・学期 授業科目名 単位数 備考

1年・前期 英語ⅠA（必修） 1単位 共通科目として習熟度別クラス編成（基礎・標準・
上級レベル）でTOEICを学ぶ

1年・前期 スタートアップ・イングリッシュ
A,B,C,D（選択） 1単位 英語が苦⼿な1年⽣のみが履修できる教養育成科目

（⼊⾨科目）

1年・後期 英語ⅠB（必修） 1単位 習熟度別クラス編成（基礎・標準・上級レベル）で
英語を読む力、書く力の向上に重点を置くクラス

1年・後期 英語ⅡA（必修） 1単位 習熟度別クラス編成（基礎・標準・上級レベル）で
英語を聞く力、話す力の向上に重点を置くクラス

2年・前期 英語ⅡB（必修） 1単位 習熟度別クラス編成（基礎・標準・上級レベル）で
英語4技能を総合的に発展させるクラス
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して、「英語ⅠＢ」は ReadingとWriting技能に重点が置かれ、「英語ⅡＡ」は Listeningと
Speaking技能に重点が置かれることから、両方で基礎的な英語総合力を身につけることを
目的としており、補完的な授業として位置付けられている。
　2年次前期の正規の必修科目「英語ⅡＢ」は、英語の４技能 (Reading, Writing, Listening, 
Speaking) をさらに向上させ、今後の英語学習に必要な英語総合力を身につけることを
目的としている。英語ⅠＡ (Listening, Reading)、英語ⅠＢ (Reading, Writing)、英語ⅠＡ 
(Listening, Speaking) の授業で培ってきた能力をさらに強化・補完すべく、3つの科目の総
まとめとして位置付けられている。
　実は令和 4年（2022年）まで、別の補完英語教育も行われており、1年次後期に「英語
リメディアル」という名称で実施されていた。1年次前期「スタートアップ・イングリッシュ」
の後継の補完教育として位置づけられ、必修科目「英語ⅠＢ」及び「英語ⅡＡ」の履修に
不安を感じる英語基礎力の不足している学生を対象としていた。「スタートアップ・イング
リッシュ」とは異なり、正課外の授業として開講していたため、単位認定はなかった。こ
のプログラムが開かれなくなった理由として、そもそも参加者が少なかったこと、そして、
想定していた「英語基礎学力の不足している学生」の参加がほとんどなかったことが挙げ
られる。実際、この授業には標準や上級レベルの学生も参加しており、本来の補完教育プ
ログラムの主旨とは異なるものになってしまったことが終了の主な理由であった。

2. 島根大学における補完英語教育の概要とその実際
2.1 概要
　筆者が勤務する島根大学外国語教育センターでは、1年次前期、英語が苦手な学生向け
の補完英語教育「スタートアップ・イングリッシュ（以下、SE）」を開講している。授業
は週 1回 1コマ（100分）15回、学生の履修科目の関係で月曜及び火曜 9・10時限（16:50
～ 18:30）で行われている。A～ Dの 4つのクラスに分かれ、4名の教員が担当している。
共通のシラバスを使い、テキストは使用せずプリント教材を使用する。また、予習課題は
課されない。
　授業の目的は以下のとおりである。

本授業は、英語学習に困難や不安を抱える学生を対象にして、その困難や不安を克服す
るために必要な英語の基本語彙や文法基礎力を身につけるとともに、正規の英語必修科
目の授業にしっかりと対応していけるように、英語学習に対して積極的に取り組む姿勢
を培います。3

（下線部は筆者による）

とりわけ、同じ 1年次前期に履修する「英語ⅠＡ」（必修科目）に対応していけるように学

3 島根大学シラバス 2023年度
https://gkm2019-sy.shimane-u.ac.jp/syllabusHtml/2023/90/90_E0A6931_ja_JP.html
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習・修学をサポートする補完教育としての役割もある。
　2023年度の履修対象者は TOEIC Bridge® Listening & Reading IP テストの成績が 30～ 50
点の 88名（以下、括弧内はへるん入試による入学者数：62名）で、3名が履修しなかった
ため最終的な履修者は 85名（へるん：60名）だった。学部ごとの内訳は、法文学部 10名
（へるん：9名）、教育学部 7名（へるん：1名）、総合理工学部 45名（へるん：33名）、生
物資源 21名（へるん：16名）、材料エネルギー 5名（へるん：3名）であった。
　以下の表 3は、2023年度に実施した 15回の授業内容である。初回のオリエンテーショ
ンを除いて全て面接授業で実施された。この授業で学習する内容は単にこの科目の単位を
修得するためでなく、正規の英語必修 4科目を学ぶ上でも欠かせない基本的な文法知識を
中心としていた。

2.2 授業の実際
　毎回の授業は基本的に 2つのパートに分かれる。表 2が示すように、授業の前半は各
Unitの文法項目についてプリント教材を使って学習し、英語の成り立ちや基本文型などの
基本構造を学ぶ。その後、確認テストを行う。後半（およそ 30分）は、「英語ⅠＡ」の授
業で行われるテスト対策をする。授業内で扱う演習問題及び確認テスト、また英語ⅠＡの
テスト対策もすべてオンライン上で問題が解けるようになっている。更に、英語ⅠＡのテ
スト対策においては、受講者が授業外でもオンライン上の問題にアクセスし、繰り返し復
習できるようになっている。1クラス 30名ほど在籍する英語ⅠＡと比べると、SEは各ク
ラス 20～ 25名と少なく、また、全員が英語の苦手な学生であるという安心感があり、落
ち着いて学習ができる環境であった。ただし、受講者間において英語の基礎力には差が見
られ、個々の学習スピードが大きく異なるのが毎回の授業の悩みであった。前半の文法項
目の学習に時間を割きすぎると、後半の英語ⅠＡのテスト対策の時間が大幅に削られてし
まい、どちらかというとそれを目的に参加していた学生にとっては不満が残る授業となっ
てしまうのが問題であった。また、筆者は、SEを受講しているからといって授業外で何も
しなくてよいというものではないことを毎回の授業で伝え、何をどのように学習すればよ
いのかを具体的に指導するように心掛けていた。その他、英語ⅠＡの授業に対応していく
ための具体的な支援として、例えば、語彙学習に必要なツールへのアクセス方法の再確認、
授業後の学習相談や個別の質問に応じる、欠席した受講者へフォローとしてメッセージを

表 3　2023年度「スタートアップ・イングリッシュ」授業内容
1.�オリエンテーション 9.�前半まとめ・中間試験
2.�Unit�1�主語と述語動詞 10.�Unit�8�時制と相
3.�Unit�2�基本の 5⽂型（その１）11.�Unit�9�名詞節
4.�Unit�3�基本の 5⽂型（その 2）12.�Unit�10�関係代名詞
5.�Unit�4�修飾語 13.�Unit�11�関係副詞
6.�Unit�5�to 不定詞 14.�Unit�12�副詞節
7.�Unit�6�動名詞 15.�期末試験
8.�Unit�7�分詞
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送る等があった。したがって、SEは、単に英語基礎学力の補完教育としてだけでなく、受
講者が自立的に学習する姿勢を身に付け、正規の英語必修科目でも対応していけるように
授業外ですべき学習についても広く支援しており、その両方が重要な目的となっている。

3. 分析
3.1 分析の方法
　2023年度の SEの履修者 85名（その内、へるん入学者 60名）の単位修得結果と、正規
の必修 4科目の単位修得結果を比較し、そこにどれくらいの関係性が見られるのか、さらに、
どれくらい推薦入試「へるん」の影響が見られるのかを調査する。まず、1年次前期に履
修する 2つの科目、SEと英語ⅠＡの単位修得結果を見ていく。次に、SEの受講者のその
他の正規の必修 3科目（英語ⅠＢ：1年次後期）、（英語ⅡＡ：1年次後期）、（英語ⅡＢ：2
年次前期）の単位修得結果の関係性を見ていく。最後に、SEの履修対象者だったにもかか
わらず、履修をしなかった 3名の単位修得結果を追跡調査し、補完教育としての成果と今
後の課題について考察する。

3.2 スタートアップ・イングリッシュと英語ⅠＡの単位修得結果の関係性
　図 1は 2023年度の SE受講者 85名の SEと英語ⅠＡの評点 4分布を表している。SEの単
位修得に至らなかったのは 85名中 10名（その内、へるん 7名）で、英語ⅠＡの単位修得
に至らなかったのは 23名（その内、へるん 17名）であった。

図 2は SEと英語ⅠＡの評点の相関を表している。2つの科目の相関係数は 0.67で、正の
相関が見られた。
　さらに、以下の 5つの結果に着目して見ていく。
　① SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得できた　60名

4 評点は成績評価の基準に基づいて算出される。それぞれの科目の評価基準は、スタートアップ・イングリッ
シュ：授業への参加度（9点）、確認テスト（12点）、中間テスト（25点）、期末試験（30点）。英語ⅠＡ：
予習課題（11点）、小テスト（32点）、まとめテスト（22点）、期末試験 [TOEIC® Listening & Reading IP テ
スト ]（35点）。

図 1　SEと英語ⅠＡの評点分布図 (N=85) 図 2　SEと英語ⅠＡの評点の相関
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　② SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得できなかった　8名
　③ SEのみ単位が修得できた　14名
　④ SEを未修にした　10名
　⑤ SEを未修にしたが、英語ⅠＡの単位を修得できた　2名

① SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得できた 60名
　SE受講者 85名中 60名（その内、42名がへるん）、つまり 70％以上が SEと英語Ⅰの両
方の単位を修得できた。SEには予習課題がないとはいえ、16:50～ 18:30という遅い時間
から余分に英語の授業を受けなければならず、英語が好きではない・苦手な学生にとって
は大きな負担であったであろう。そのことを示すように、SEの単位を落とした 10名（そ
の内、７名がへるん）は全員「未修 5（E）」で、英語ⅠＡの未修 3名（その内、1名がへるん）
よりも多かった。

② SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得できなかった 8名
　SEと英語ⅠＡの両方の単位が修得できなかったのは 85名中 8名（その内、6名がへるん）
で、全体の 9％ほどだった。今回の調査で、その 8名のうち 2名はすでに退学しているこ
とがわかったため、表 4は残り 6名の単位修得結果をまとめたものである。図 1でも示し
たように、SEの単位が修得できなかった全員は未修だったので、学生 A13を除いた 5名は、
英語ⅠＡを何とか最後まで履修したものの、合格点の 60点には満たなかった。

表の得点は評点で、E（未修）と単位修得がで
きなかったもの（60点以下）を太字にしている。
一番左の列のアルファベットは学部を表し、L=
法文学部、E=教育学部、S=総合理工学部、A=
生物資源学部、Z=材料エネルギー学部である。

③ SEのみ単位が修得できた 14名
　SEのみ単位が修得でき、英語ⅠＡの単位は修得できなかったのは 85名中 14名（その内、
10名がへるん）で、全体の 16.5％にあたる。表 5は、その 14名の単位修得結果をまとめ
たものである。例えば、学生 L1の SEの評点は 86点と高かったものの、英語ⅠＡは 46点
しかないことが示すように、SEは予習課題がない上に、毎週実施する確認テストは直前で
扱った内容であり、学外での学習がほぼ必要ない。その一方で、英語ⅠＡは毎週の予習課
題に加えて、前週で扱った学習内容の小テストが実施されることから復習もしなければな
らない。SEの授業内で英語ⅠＡの小テスト対策をするとはいえ、必ずしも全部の試験範囲
5 島根大学において「不可」とは 100点満点法による 59点以下を指し、「未修」とは正当な理由なく 5回
以上授業を欠席し期末試験受験の権利を失った場合や、期末試験を受験しなかった・できなかった場合を
指す。

表 4　②のグループの単位修得結果
SE_ 成績 IA(B)_ 成績

L7 ヘルン E 38
E7 ヘルン E 50
S1 E 57
S45 ヘルン E 58
A13 E E
A16 ヘルン E 56
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を十分にカバーできるわけではないため、授業外における自主学習が必須となる。授業外
での学習が十分ではなかった学生が単位を落としたものと考えられる。

④ SEを未修にした 8名
　①でも述べたが、SEを未修にしたのは 85名中 10名（その内、7名がへるん）で、全体
の 11.8％にあたる。10名中 2名はすでに退学していたため、表 6は残り 8名の単位修得結
果をまとめたものである。８名中 6名が英語ⅠＡの単位を落とし、その内 4名がへるん入
試の学生であった。また、学生 A13は英語ⅠＡも未修にした。一方で、2名の学生 (S3と
S16)は英語ⅠＡの単位が修得できた。

⑤ SEは未修だったが、英語ⅠＡの単位を修得できた 2名
　④でも述べたように、SEを未修にした 10名中 2名 (S3と S16)が英語ⅠＡの単位を修得
することができた。これは、学生が SEを取らなくても自分で学習できると判断し、履修
を取りやめたケースだと考えられる。

3.3 スタートアップ・イングリッシュ受講者のその他必修 3科目の単位修得結果
　この節では、3.2の 5つの結果をもとに、SE受講者 85名のその他の必修 3科目（英語Ⅰ
Ｂ、英語ⅡＡ、英語ⅡＢ）の単位習得結果についても見ていく。

表 5　③のグループの単位修得結果
SE_ 成績 IA(B)_ 成績

L1 ヘルン 86 46
E4 68 56
E6 71 58
S2 83 58
S4 ヘルン 73 47
S13 ヘルン 60 39
S19 ヘルン 73 57

SE_ 成績 IA(B)_ 成績
S21 ヘルン 62 46
S22 ヘルン 60 42
S29 ヘルン 67 51
S32 ヘルン 65 49
S39 63 E
A5 ヘルン 72 53
Z4 ヘルン 63 39

SE_ 成績 IA(B)_ 成績
S16 ヘルン E 65
S45 ヘルン E 58
A13 E E
A16 ヘルン E 56

表 6　④のグループの単位修得結果
SE_ 成績 IA(B)_ 成績

L7 ヘルン E 38
E7 ヘルン E 50
S1 E 57
S3 E 61
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① SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得できた 60名

　表 7は、SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得した 60名のその他の正規必修 3科目の単位
修得結果をまとめたものである。60名中 50名 (83.3%)がその他必修 3科目の全ての単位も
修得できた。60名の必修 3科目の成績のなかで未修の数が 6つしかなかったというのは注
目すべき点である。さらに、60名中 5名 (S10, S11, S20, S31, S37)は、1年次後期から標準
レベルへ上がっていた。その理由として、学生が「習熟度別レベル希望調査」で標準レベ
ルを希望したこと、もしくは、英語ⅠＡの期末試験として 7月に受験した TOEIC® Listening 
& Reading IP テストのスコアが良かったことが挙げられるが、後者の理由が有力であると
考えられる。5名のうち 4名は 400点以上のスコアを取り、なかでも S31は 465点の高得
点を取った。

② SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得できなかった 8名
　SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得できなかったのは 8名で、その内 2名はすでに退
学しているため、残り 6名の単位修得結果を見ていく。表 8が示すように、S45を除

表 7　グループ①のその他必修 3科目の単位修得結果
SE_
成績

IA(B)_
成績

IB_
成績

IIA_
成績

IIB_
成績 備考

L2 ヘルン 82 73 73 75 74
L3 ヘルン 79 67 71 74 66
L5 ヘルン 79 72 70 70 77
L6 ヘルン 89 69 67 68 68
L8 ヘルン 86 73 80 74 72
L9 69 61 58 65 65
L10 ヘルン 83 63 65 74 67
E1 76 62 65 67 68
E2 87 72 73 71 67
E3 90 74 80 80 80
E5 80 65 67 64 64
S5 ヘルン 82 66 70 E 64
S7 71 65 52 54 65
S8 ヘルン 82 67 69 68 75
S9 ヘルン 74 61 62 64 59
S10 ヘルン 82 76 69 73 81 IB,IIA,IIB�標準
S11 75 61 57 60 E IB,IIA,IIB�標準
S12 78 64 61 65 62
S14 82 70 69 67 65
S15 65 66 63 69 75
S17 ヘルン 75 67 75 68 78
S18 ヘルン 70 61 68 69 68
S20 79 71 73 66 80 IB,IIA,IIB�標準
S23 ヘルン 80 63 67 69 65
S24 ヘルン 80 67 E 65 67
S25 ヘルン 86 62 67 69 71
S26 89 67 71 75 80
S27 ヘルン 79 72 63 63 67
S28 ヘルン 88 76 76 81 76
S30 ヘルン 73 69 46 62 E

SE_
成績

IA(B)_
成績

IB_
成績

IIA_
成績

IIB_
成績 備考

S31 ヘルン 76 79 69 76 81 IB,IIA,IIB�標準
S33 ヘルン 77 64 51 67 62
S34 ヘルン 84 69 67 70 63
S36 ヘルン 89 73 74 76 69
S37 ヘルン 92 77 72 75 81 IB,IIA,IIB�標準
S38 77 64 55 E 66
S40 ヘルン 73 65 66 71 66
S41 ヘルン 78 68 67 67 66
S42 ヘルン 73 68 70 67 64
S43 ヘルン 83 67 68 73 69
S44 ヘルン 88 70 66 64 68
A1 ヘルン 80 68 66 74 62
A3 89 74 82 83 82
A4 ヘルン 77 66 61 67 72
A6 87 68 75 74 68
A8 ヘルン 82 71 72 76 72
A10 ヘルン 80 64 67 71 62
A11 ヘルン 83 68 63 71 62
A12 ヘルン 77 61 63 62 62
A14 ヘルン 80 67 68 79 68
A15 ヘルン 77 62 61 E 54
A17 ヘルン 91 71 81 79 70
A18 ヘルン 74 66 65 67 61
A19 85 64 67 67 75
A20 ヘルン 90 72 73 71 76
A21 ヘルン 85 72 81 69 71
Z1 ヘルン 83 74 69 77 75
Z2 ヘルン 76 68 68 69 68
Z3 87 66 72 76 67
Z5 92 71 69 71 68



11

き、SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得できなかったのは学生の傾向として、他の英語必
修 3科目の単位も落としたということである。必修 4科目全ての単位を落としたのは 4名
(L7,E7,A13,A16)で、特に L7は英語ⅠＡ以外の 3科目は全て未修だった。

③ SEのみ単位が修得できた 15名
　表 9は、SEのみ単位が修得できた 15名（その内、10名がへるん）のその他の必修 3科
目の結果をまとめたものである。

英語ⅠＢの単位を落とした学生は 10名、英語ⅡＡの単位を落とした学生は 9名、英語ⅡＢ
の単位を落とした学生は 9名であった。全体の未修の数が 12個と多い。また、英語ⅠＡの
単位を落としただけでなく、その他必修 3科目（英語ⅠＢ , 英語ⅡＡ , 英語ⅡＢ）の全ての
単位を落とした学生は 8名で、内 2名 (S29と Z4)はすべて未修だった。しかしながら、3
名 (S2, S19, S32)の学生は、英語ⅠＡ以外の 3科目（英語ⅠＢ , 英語ⅡＡ , 英語ⅡＢ）の単
位が修得できた。一方で、2年次前期の英語ⅡＢの履修登録をしなかった学生が 2名 (S4
と S39)おり、学生 S4は必修 3科目（英語ⅠＡ ,ⅠＢ , ⅡＡ）の全ての単位が取得できず、
学生 S39は全て未修にした。

④ SEを未修にした 10名
　SEが未修だった 10名の内、2名はすでに退学していたため、表 10は残り 8名の結果を
まとめたものである。8名中 4名 (L7, E7, A13, A16)は全ての必修科目の単位を落とし、そ
の 4名中 3名がへるんの学生だった。また、学生 A13は英語ⅡＢも未修で、英語ⅠＢと英
語ⅡＡの評点が著しく低い。2名の学生 (S3と S16)は英語ⅠＡの単位は修得できたものの、

表 8　グループ②のその他必修 3科目の単位修得結果
SE_ 成績 IA(B)_ 成績 IB_ 成績 IIA_ 成績 IIB_ 成績

L7 ヘルン E 38 E E E
E7 ヘルン E 50 48 45 47
S1 E 57 52 61 67
S45 ヘルン E 58 68 63 80
A13 E E 28 35 E
A16 ヘルン E 56 42 53 E

表 9　グループ③のその他必修 3科目の単位修得結果
SE_
成績

IA(B)_
成績

IB_
成績

IIA_
成績

IIB_
成績 備考

L1 ヘルン 86 46 33 62 53
E4 68 56 50 50 E
E6 71 58 61 50 E
S2 83 58 71 71 69
S4 ヘルン 73 47 48 52 未登録 ⅡＢ履修登録無し
S13 ヘルン 60 39 26 43 35
S19 ヘルン 73 57 70 66 71

SE_
成績

IA(B)_
成績

IB_
成績

IIA_
成績

IIB_
成績 備考

S21 ヘルン 62 46 42 50 38
S22 ヘルン 60 42 E 51 54
S29 ヘルン 67 51 E E E
S32 ヘルン 65 49 63 69 76
S39 63 E E E 未登録 ⅡＢ履修登録無し
A5 ヘルン 72 53 56 60 70
Z4 ヘルン 63 39 E E E
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学生 S3は英語ⅠＢの単位を落とし、学生 S16は英語ⅠＢと英語ⅡＢの 2つの単位を落とし
た。一方で、学生 S45はⅠＡ以外の必修 3科目の単位全てを修得できた。

⑤ SEを未修にしたが、英語ⅠＡの単位は修得できた 2名
　④と同じく SEを未修にしたが、英語ⅠＡの単位を修得することができた学生が 2名 (S3
と S16)いた。恐らく、SEを取らなくても自分で学習できると判断し履修を取りやめたケ
ースだと考えられるが、学生 S3は 1科目（英語ⅠＢ）単位を落とし、学生 S16は 2科目（英
語ⅠＢとⅡＢ）単位を落とした。

3.4 スタートアップ・イングリッシュの履修対象者だったが、履修をしなかった 3名の単位
修得結果
　表 11は、SEの履修対象者だったが履修をしなかった 3名（内、2名がへるん）の単位
修得結果をまとめたものである。3名に共通している点として、Listeningと Speakingの技
能に重点が置かれた英語Ⅱ Aの単位が修得できたことが挙げられる。

記録を見ると、学生 2名 (A2と A9)は、一度は SEを履修する予定であったことがわかっ
たが、最終的に履修登録をしなかった。学生 A2は必修 4科目全ての単位を修得できてお
り、2023年 7月に受験した TOEIC® Listening & Reading IP テストのスコアは 305点であった。
恐らく、英語の基礎学力がそこまで低い学生ではなかったと思われ、それ故に履修をしな
かったと推測される。一方の学生 A9は、英語ⅡＡ以外の 3科目全てが未修だった。学生
L4は、英語ⅠＡとⅠＢは単位を落としたものの、英語ⅡＡとⅡＢの単位は修得できた。

表 10　グループ④のその他必修 3科目の単位修得結果
SE_ 成績 IA(B)_ 成績 IB_ 成績 IIA_ 成績 IIB_ 成績

L7 ヘルン E 38 E E E
E7 ヘルン E 50 48 45 47
S1 E 57 52 61 67
S3 E 61 58 62 61
S16 ヘルン E 65 38 61 46
S45 ヘルン E 58 68 63 80
A13 E E 28 35 E
A16 ヘルン E 56 42 53 E

表 11　SE を履修しなかった 3 名の単位習得結果
SE_ 成績 IA(B)_ 成績 IB_ 成績 IIA_ 成績 IIB_ 成績

L4 ヘルン 未登録 44 E 60 62
A2 ヘルン 未登録 67 65 69 66
A9 未登録 E E 69 E
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4. スタートアップ・イングリッシュの成果と課題
　本章では、前章で明らかとなった調査結果をもとに、SEの成果と課題について論じる。
そこで、何をもって成果とするのかについてだが、まずは受講者が同じ 1年次前期に履修
する正規の必修科目英語ⅠＡの単位が修得できたかどうか、次に、その他の必修 3科目（英
語ⅠＢ , 英語ⅡＡ , 英語ⅡＢ）の単位を修得できたかどうかを成果とする。大学初年次前期
に実施した SEが補完英語教育として目的を達することができたかどうかは、受講者が単
位を修得できたかどうかの結果を見ることで、ある程度、全体的な成果を示すことができ
ると考えた。

4.1スタートアップ・イングリッシュの成果
　2023年度の SE受講者 85名中 60名（その内、42名がへるん）、70％以上が SEと英語Ⅰ
の両方の単位を修得できた。さらに、大きな成果として、SE受講者 85名中 50名（およそ
59％）が正規の必修 4科目全ての単位が修得できた。この結果が示すように、1年次前期
の単位が修得できた学生は、1年次後期からの必修 3科目についても概ね単位を修得する
ことができ、且つ、未修にすることが少ないことがわかった。つまり、1年次前期の段階で、
大学における英語学習の方法（コツのようなもの）を自分なりに掴み、自立した学習者と
して授業外での学習に対応していくことができた学生は、たとえ入学時の英語の基礎学力
が低くても必修科目の単位を修得していくことができることを示している。SEは、英語の
基礎学力の低い学生の足りない知識をただ補完するだけでなく、どのように学習していけ
ば単位修得につながるのか、特に、授業外での学習方法についても具体的に指導したことで、
このような結果につながったと考える。
　また、SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得することができた 60名の必修 3科目の成績の
なかで、未修の数が 6つしかなかったというのも大きな成果である。さらに、特筆すべき
成果は、SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得することができた 60名中の 5名（その内、へ
るん 3名）は、1年次後期から標準レベルへ上がっていたことである。1年次前期の 2023
年 7月に実施した TOEIC® Listening & Reading IP テストの結果、その 5名は 420点、400点、
430点、465点、390点と基礎レベルとしては高得点を取った。この結果がどの程度、SE
を受講したことと関係しているかは定かではないが、入学時に基礎学力の低い学生が、前
期の SEと英語ⅠＡを受講した後で大幅に英語力を伸ばすことができたというのは、教員
として嬉しい誤算であったといえる。

4.2スタートアップ・イングリッシュの課題
　2023年度の SE受講者 85名中 60名（全体の 70％以上）が推薦入試へるんの学生だった
ことから、いかに学力を課さない方法で入学する学生の学力低下が深刻なのかを表してい
る。SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得できなかった 6名中 4名がへるん入試の学生であっ
た。
　SEのみ単位が修得できたのは 15名だったが、これは SEが予習課題や小テストのための 
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復習など授業外における学習が必要ないからであり、一方の英語ⅠＡはそういった授業外
の学習が必須であったため単位が修得できなかったと考えられる。15名中 10名がへるん
入試の学生であったことから、英語の基礎学力の問題だけでなく、学習習慣の有無も単位
修得に大きく影響していることを示している。英語ⅠＡの単位を落としてしまうと、その
他の必修 3科目（英語ⅠＢ , 英語ⅡＡ , 英語ⅡＢ）の単位修得もできず、全ての単位を落と
した学生は 8名もいたこと、その 8名中 2名は必修科目を全て未修にしたことも明らかと
なった。最も深刻なのは、このような SEと英語ⅠＡの両方の単位を修得できなかった 6名
である。このような学生は 1つを未修にすると他の科目も次々と未修にしてしまう傾向が
あり、再履修をただ繰り返すことになると予想される。再履修を繰り返す学生の問題として、
まず英語の基礎学力が極めて低いということが根底にあるのだが、加えて学習習慣がなく、
授業外でほとんど学習をしないため、結果的にいくら再履修をしても単位取得につながら
ないのである。再履修を繰り返す学生を減らすためにも、できるだけ SEを履修してもら
うことが重要なのだが、入学してすぐに実施する TOEIC Bridge® Listening & Reading IP テ
ストの結果だけを見て履修対象者を絞るのは非常に難しいという問題がある。現在、50点
以下の学生を履修対象として人数調整をしているが、51点の学生は履修しなくてもいいの
かといえば、決してそうではない。そして、今後、さらに基礎学力の低い学生が増えた場合、
必修科目のレベルを下げる、SEのクラスを増やすなどの対応が必要になってくる。

5. おわりに
　本稿では、まず、大学における補完教育について概観し、リメディアル教育という言葉
の定義や使われ方の変遷について述べた。その背景には学生の学力低下だけが問題ではな
く、学生の多様化に加えて、学力の多様化があり、リメディアル教育が単なる高校の学習
内容の「補修・補完」ではないことについて説明した。次に、2023年度の島根大学におけ
る英語教育プログラム全体について、さらに、補完英語教育「スタートアップ・イングリ
ッシュ」について、その概要と授業の実際について述べた。続いて、2023年度前期に実施
したスタートアップ・イングリッシュ受講者の、正規の英語必修 4科目の単位修得結果を
分析し、どのくらい推薦入試「へるん」による影響が見られるのかを明らかにした。その
結果、スタートアップ・イングリッシュ受講者のおよそ 70％以上が英語ⅠＡの単位を修得
でき、さらに英語ⅠＡの単位を修得できた学生の 83％以上がその他の必修 3科目の単位も
修得できた。したがって、スタートアップ・イングリッシュが、大学初年次前期における
補完教育としての目的を概ね達成し成果があったと考えられる。一方で、スタートアップ・
イングリッシュ受講者の 70％以上が推薦入試へるんの学生であったことから、学力を課さ
ない方法で入学する学生の学力低下は深刻であることも明らかとなった。また、受講者の
およそ 9%がスタートアップ・イングリッシュと英語ⅠＡの両方の単位が修得できず、お
よそ 25％はスタートアップ・イングリッシュの単位は修得できたものの、英語ⅠＡの単位
修得には至らなかった。なかでも、スタートアップ・イングリッシュを未修にした 8名の内、
4名は必修科目全ての単位を落としており、4名の内 3名はへるんの学生であった。
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　今回の調査では、自分が担当したクラスだけでなく、スタートアップ・イングリッシュ
受講者全体の単位修得状況を確認し、改めてその成果と課題について考察した。この結果を、
今後の自身の講義や学生支援に活かしていきたい。
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